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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】脂肪酸および魚介類摂取が、喘息に予防的であるかどうか議論が続いている。本横断研究では、２世
代継続前向きコホート研究の第１世代（妊婦）ベースラインデータを活用して、脂肪酸および魚介類など脂肪
酸を多く含む食品摂取と喘息有病率との関連を検討した。 
【対象】大阪府在住の日本人妊婦1002人（平均年齢29.8歳；標準偏差4.1歳）。 
【方法】2001年11月より2003年３月までの間、妥当性検証済の自記式食事歴法質問票、および生活要因に関す
る質問調査票を用いて情報収集を行った。結果指標については、過去１年以内に治療歴があった者を「現在喘
息」有り、18歳以降いずれかの時期に治療歴があった者を「18歳以降喘息」有りと定義した。栄養摂取量は、
残差法により総エネルギー摂取量を補正し、３分位でレベル分けした。ロジスティック回帰分析により多要因
の影響を調整し、オッズ比（OR）および95％信頼区間（95％CI）を計算した。 
【結果】魚介類摂取は、「現在喘息」および「18歳以降喘息」ともに有意に低い有病率と関連を示した[OR＝0.19
（95％CI：0.03-0.83）; 0.36 (0.15-0.83)]。n-3/n-6比は、「現在喘息」のみ有意な負の関連を認めた[OR＝
0.26(0.05-0.93)]。総脂肪、飽和脂肪酸、一価不飽和脂肪酸、n-3系不飽和脂肪酸、n-6系不飽和脂肪酸、コレ
ステロール、肉、卵、乳製品摂取については、いずれの結果指標とも有意な関連を認めなかった。 
【結論】若年の日本人妊婦においては、魚介類摂取およびn-3/n-6比が、喘息の有病率と負の関連を認めた。妊
婦より得たこの結果を一般化するには、さらなる研究が必要である。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 脂肪酸および魚介類摂取が、喘息に予防的であるかどうか、議論が続いている。 
 著者らは、大阪府在住の日本人妊婦1002人とその児の２世代を対象に生活習慣とアレルギー疾患の追跡調査
を行っている。本研究は、そこで収集した妊婦に関するベースラインデータを活用して、脂肪酸および魚介類
など脂肪酸を多く含む食品摂取と喘息との関連を、横断研究の手法により検討したものである。 
 対象者からは、妥当性検証済の自記式食事歴法質問票、および生活要因に関する質問調査票を用いて情報を
収集した（2001年11月～2003年３月）。喘息に関しては、過去１年以内に治療歴があると答えた者を「現在喘息」
有り、18歳以降いずれかの時期に治療歴があると答えた者を「18歳以降喘息」有りと定義した。栄養摂取量は、
残差法により総エネルギー摂取量を補正した後、３分位でレベル分けした。ロジスティック回帰分析により多
要因の影響を調整し、オッズ比（OR）および95％信頼区間（95％CI）を算出した。 
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⑴ 魚介類をより多く摂取することは（＞54.44 vs.＜36.14g/day）、「現在喘息」および「18歳以降喘息」の両
者において低い有病率と関連を示した[OR＝0.19（95％CI：0.03-0.83）; 0.36 (0.15-0.83)]。 
⑵ n-3/n-6多価不飽和脂肪酸比が大きいことは（＞0.2218 vs.＜0.1914）、「現在喘息」のみにおいて低い有病
率と関連を示した [OR＝0.26 (0.05-0.93)]。 
 以上、若年の日本人妊婦において、魚介類摂取およびn-3/n-6比と、喘息の有病率との間に負の関連を認めた。 
 本研究は妊婦のみを対象としているため、研究結果を一般日本人に当てはめるには慎重でなければならない。
しかし、食習慣に関して既に妥当性が検証された質問票を用いて、食品群のみならず栄養素摂取量までも検討
したことは評価できる。さらに、n-3/n-6比と喘息有病率の負の関連についての報告は本邦初であり、気管支喘
息予防の基礎資料として意義ある所見と考えられる。 
 以上により、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
